
やしお市議会だより

７

「
平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入

１６

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
３ 

議
案
の
討
論
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
反
対
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

平
成　

年
度
は
、「
三
位
一
体
の

１６

改
革
」
の
一
つ
で
あ
る
国
庫
補
助
金

の
見
直
し
で
は
、
保
育
所
運
営
費
補

助
金
や
児
童
手
当
事
務
委
託
金
、
要

介
護
認
定
等
事
務
費
交
付
金
な
ど
、

国
、
県
あ
わ
せ
て
、
１
億
７
５
８
８

万
７
千
円
の
補
助
金
等
の
削
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
税
源
委
譲
で
は
所
得

譲
与
税
が
１
億
２
５
４
５
万
５
千
円

算
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
の
持
ち
出

し
が
約
５
千
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
３
億

４
５
５
１
万
６
千
円
で
前
年
と
比
較

し
１
億
３
９
６
８
万
２
千
円
の　

・
２８

８
％
減
収
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
、
普
通
交
付
税
は
１
億
１
２
７
２

万
１
千
円
、　

・
７
％
の
減
収
と
な

５０

っ
て
い
ま
す
。
結
局
三
位
一
体
の
改

革
が
、
地
方
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
市
税
が
当
初
予
算
と
の
比
較

で
見
る
と
、
５
億
５
７
０
８
万
２
７

２
円
伸
び
て
い
ま
す
。
結
局
、
実
質

収
支
額
、
９
億
１
３
９
３
万
９
千
円

の
残
高
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
度
内
に
お
い
て
、
一
度
も
収
入
に

お
い
て
補
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
切

実
な
住
民
要
望
を
反
映
し
な
い
ま
ま

で
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
は
、
こ

１６

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
賛
成
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

歳
入
関
係
で
は
、
総
額
２
５
７
億

２
１
６
１
万
３
千
円
で
し
た
。
歳
入

総
額
の
う
ち
市
税
収
入
額
は
、
昨
年

に
比
べ
２
・
４
％
増
の
１
２
５
億
９ 

６
２
７
万
１
千
円
で
、
歳
入
全
体
の

　

・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

４９
　

中
で
も
、
法
人
税
の
収
入
済
み
額

は
、　

億
７
５
０
６
万
４
千
円
で
、

１１

前
年
度
に
比
べ　

・
９
％
と
大
き
な

１２

伸
び
率
で
し
た
。市
税
の
収
納
率
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
現
年
課
税
分

で
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
の　

・
５

９６

％
で
し
た
。
滞
納
繰
越
分
に
お
い
て

は
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加
の　

・
１

１８

％
で
し
た
。
現
年
度
分
及
び
滞
納
分

を
あ
わ
せ
た
全
体
収
納
率
は
１
・
４

ポ
イ
ン
ト
増
加
の　

・
７
％
で
し
た
。

８４

こ
れ
は
、
徴
収
体
制
の
整
備
が
図
ら

れ
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
評
価
し
ま

す
。

　

次
に
、
歳
出
関
係
で
は
、
予
算
現

額
２
５
３
億
６
１
３
２
万
４
千
円
に

対
し
決
算
額
２
４
７
億
９
７
１
３
万

２
千
円
で
、
執
行
率
は　

・
８
％
で

９７

し
た
。

　

予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
各
事
業
等

討論

■
平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳

１６

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

が『
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』

の
基
本
理
念
の
も
と
、「
市
民
が
主
役

い
き
い
き
や
し
お
」
の
実
現
を
め
ざ

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
予
算

の
適
切
な
執
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

評
価
し
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
歳

１６

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
賛
成

し
ま
す
。
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■
平
成　

年
度
八
潮
市
国
民
健
康
保

１６

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　
反
対
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
状

況
は
、
依
然
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
特
に
、
八
潮
市
の
事
業
者
が

多
い
と
い
う
現
状
は
、
長
引
く
景
気

低
迷
の
影
響
を
受
け
厳
し
い
財
政
運

営
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
決

算
で
は
、
３
億
１
２
３
６
万
７
千
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
保
険
税
で
、
現
年
分

収
納
率　

％
と
予
算
で
の　

％
見
込

８５

８８

み
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前

年
比
１
・
３
％
増
の
収
納
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
財
政
調
整
交
付
金
が
、

２
億
６
６
０
０
万
円
と
大
き
く
増
え

て
い
ま
す
。

　

対
し
て
、
歳
出
で
す
が
、
医
療
費

に
つ
い
て
当
初
か
ら
伸
び
率
を
大
き

く
見
込
み
、
さ
ら
に　

月
補
正
増
、

１２

介
護
納
付
金
の
補
正
増
の
対
応
を
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
結
果
と
し
て
見
込
み
が

過
大
と
い
う
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
が
理
由
の
一
つ
で
国

保
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ
と
な
っ
た

わ
け
で
、
よ
り
適
切
な
判
断
が
望
ま

れ
ま
す
。
国
保
税
を
見
直
し
、
市
民

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
求
め
反

対
の
討
論
と
し
ま
す
。

　
賛
成
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

本
市
に
限
ら
ず
国
保
財
政
の
運
営

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
歳
入
で

は
、
総
額
で　

億
９
９
０
４
万
７
９

７９

４
１
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
６
・

６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入

の
根
幹
で
あ
り
ま
す
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
は
、前
年
度
に
対
し
て
、

現
年
課
税
分
で
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
繰
越
分

で
は
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
増
、
全
体

で
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
税
収
の
増
加
が
図
ら
れ
た
こ

と
は
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
財
政
調
整
交
付
金
に

お
い
て
、
普
通
調
整
交
付
金
及
び
特

別
調
整
交
付
金
が
共
に
前
年
度
を
上

回
る
交
付
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
特
別
調

整
交
付
金
の
経
営
良
好
保
険
者
に
該

当
し
た
こ
と
は
、
評
価
で
き
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、　

億
８
６
６
７
万
９

７６

９
７
２
円
で
あ
り
、
前
年
度
よ
り 

３
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
支
状
況
で
は
、
歳
入
歳
出
差
引

額
と
し
て
３
億
１
２
３
６
万
７
９
６

９
円
の
繰
越
額
が
生
じ
て
お
り
、
平

成　

年
度
の
財
政
運
営
上
、
貴
重
な

１７
財
源
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
民
健
康
保

険
事
業
は
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
国

民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
を
上
げ
る

こ
と
が
財
政
の
安
定
に
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
も
、
更
に
一
層
の
努
力
を
し

て
い
た
だ
き
、
市
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
国
民
健
康

保
険
事
業
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
本
議
案
に
賛
成
す
る

も
の
で
す
。

を
削
減
し
た
財
政
運
営
で
し
た
が
、

結
果
的
に
は
９
億
円
を
超
す
黒
字
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
適
切
な
財
政

運
営
と
い
え
ず
平
成　

年
度
一
般
会

１６

計
歳
入
歳
出
決
算
に
反
対
し
ま
す
。　

■
平
成　

年
度
八
潮
市
介
護
保
険
特

１６

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　
反
対
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

保
険
料
は
、
収
納
率　

・　

％
と

８６

５４

連
続
し
て
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
当

初
予
算
で
指
摘
し
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
度
の
値
上
げ
の
負
担
が
重
く
、

１５
　

％
収
納
の
見
込
み
は
無
理
が
あ
る

９０と
の
状
況
が
現
実
と
な
っ
た
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
審
議
の
中
で
、
滞
納
者

の
実
態
と
し
て
「
介
護
保
険
を
利
用

し
な
い
か
ら
」
と
の
納
入
拒
否
が
多

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

万
が
一
利
用
者
と
な
っ
た
時
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
な
ど
の
十
分
な
説
明
、
保

険
料
・
利
用
料
の
軽
減
措
置
の
対
象

者
に
は
、
積
極
的
対
応
で
市
民
の
負

担
感
を
和
ら
げ
る
努
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
施
設
利
用
が
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
次
期
事
業
計
画
で
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
サ

ー
ビ
ス
量
が
１
号
保
険
者
の
保
険
料

に
反
映
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

国
の
改
正
は
、
軽
度
の
要
介
護
者

の
利
用
を
制
限
し
た
り
、
国
の
負
担

と
公
的
負
担
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
、

「
介
護
予
防
」
に
も
逆
行
し
ま
す
。

市
の
要
介
護
認
定
者
は
１
１
９
７
人

で
す
。
う
ち
利
用
者
は
、
在
宅　

・
５８

８
％
、
施
設　

・　

％
で
す
。
利
用

１９

１３

料
を
い
く
ら
払
え
る
か
で
、
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
決
め
る
、
こ
れ
が
介
護

保
険
５
年
間
実
施
し
て
の
実
態
で
す
。

介
護
不
安
を
な
く
し
、
安
心
で
き
る

八
潮
市
の
介
護
制
度
に
し
て
い
く
た

め
の
努
力
を
の
ぞ
み
、
反
対
の
討
論

と
し
ま
す
。

　
賛
成
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

平
成　

年
度
の
介
護
保
険
特
別
会

１６

計
を
見
ま
す
と
、
ま
ず
、
歳
入
に
つ

い
て
は
、
収
入
済
額
が　

億
１
５
９

１８

４
万
１
千
２
９
９
円
と
、
前
年
度
よ

り
９
・
３
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
根
幹
を
な
す
介
護

保
険
料
に
お
い
て
は
、
低
所
得
者
に

配
慮
し
た
本
市
単
独
減
免
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
徴
収
す
べ
き
第
１
号
被
保

険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
確
保
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
国
、
県
及
び
支
払
基
金
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
割
合
に
応

じ
て
交
付
金
や
負
担
金
等
が
適
切
に

収
入
さ
れ
、
財
源
の
確
保
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、　

億
１７

７
６
２
５
万
７
千
３
１
５
円
と
前
年

度
よ
り
９
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
う
ち
保
険
給
付
費
で
は
、

　

億
１
９
７
万
２
１
３
円
と　

・
２

１７

１０

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

市
内
に
お
け
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
や
介
護
保
険
施
設
の
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
で
、
市
民
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
が
増
え
、
着
実
に
介

護
保
険
制
度
が
普
及
し
、
定
着
し
つ

つ
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
険
給
付
費
の
予
算
に

対
す
る
執
行
率
で
は
、　

・
１
％
と

９２

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
本
会
計
が
第
２
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
執
行
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
と
、
高
く
評
価
し
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
平
成　

年
度
八
潮
市
介

１６

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
賛
成
の
意
を
表
し
、
討
論
と

し
ま
す
。
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